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プレスリリース 



1 

    は じ め に 

この度、主催：電気自動車開発技術展実行委員会(ＥＶＥＸ：Electric Vehicle Development 

Technology Exhibition、実行委員長 大聖泰弘 早稲田大学大学院 環境・エネルギー研究科 

教授)、共催：電気自動車普及協議会(ＡＰＥＶ：Association for the Promotion of Electric 

Vehicles、会長 福武總一郎 株式会社 ベネッセホールディングス 取締役会長)は、本年 10

月にパシフィコ横浜において、「電気自動車開発技術展(ＥＶＥＸ)2011」を開催いたします。 

昨年 7月に開催されたＥＶＥＸ2010 は、｢国内唯一の電気自動車専門展示会｣として、初開

催にもかかわらず、会期 3 日間で 41,769 名(同時開催展含む)と非常に多くの来場者を集め

ました。 

第 2 回目の今回は、自動車業界内外から注目を浴びている、電気自動車普及協議会(ＡＰ

ＥＶ)が共同開催として参画することが決まり、前回以上の反響が予想され、事務局には色々

な方面から問い合わせが殺到しております。 

ＥＶＥＸでは、低炭素社会実現のために、走行時にガスを排出しないＥＶが少しでも早く

ユーザーの選択肢となり、普及促進の一助となるよう、企業間の交流の提供、最新情報の発

信といった側面から貢献していきたいと考えています。 

 つきましては、電気自動車開発技術展(ＥＶＥＸ)の実施概要をご案内させていただきます

ので、何卒、貴紙誌の記事としてお取り上げいただくとともに、関係各方面への告知にご協

力賜りたくお願い申しあげます。 

なお、ご掲載いただきました際には、誠にお手数ではございますが、掲載紙誌を事務局ま

でご送付いただければ幸いです。 

 

 

 

 

 

 電気自動車開発技術展(ＥＶＥＸ)事務局 

担当：岩佐・森澤 

〒100-0013 東京都千代田区霞が関 3-2-1 霞が関コモンゲート西館 32 階 

アテックス(株)内 

TEL:03-3503-7660 FAX:03-3503-7620 
E-mail:ofc@evex.jp 
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   開 催 概 要 

 

1. 名  称 電気自動車開発技術展(ＥＶＥＸ)2011 

 

2. 会  期 2011 年 10 月 12 日(水)～14 日(金) 

 

3. 会  場 パシフィコ横浜 展示ホール・アネックスホール 

 

4. 主  催 電気自動車開発技術展(ＥＶＥＸ)実行委員会 

 

5. 共  催 電気自動車普及協議会(ＡＰＥＶ) 

                    

6. 後  援 経済産業省、環境省、国土交通省 関東運輸局、 

神奈川県、横浜市、(独)日本貿易振興機構 

(順不同、一部申請中) 

 

7. 特別協賛 一般(社)日本自動車工業会、(社)日本自動車部品工業会(順不同) 

 

8. 企画 ･運営 アテックス(株) 

 

9. 協  賛 (独)産業技術総合研究所、(独)科学技術振興機構、 

(独)地球環境産業技術研究機構、 

日本自動車輸入組合、(社)日本自動車タイヤ協会、 

日中自動車交流協会、(社)日本自動車整備振興会連合会、 

(社)全日本トラック協会、(社)日本バス協会、 

(社)全国自家用自動車協会、(社)全国レンタカー協会、 

(社)電気化学会、(社)電池工業会、(社)日本電機工業会、 

(社)強化プラスチック協会、化成品工業協会、(社)日本ロボット工業会、 

(社)日本分析機器工業会、(社)日本工作機械工業会、 

一般(社)日本鍛圧機械工業会、(社)日本金型工業会、 

(社)日本ダイカスト協会、(社)日本金属プレス工業協会、 

一般(社)日本プレハブ駐車場工業会、全国石油商業組合連合会、等 

(順不同、申請予定) 
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10. 展示規模 300 社 400 小間(予定・1小間 3m×3m) 

 

11. 主な出展対象(別紙参照) 

 

12. 併催行事 (1)開会式 

(2)基調講演 

 (3)スペシャルカンファレンス 

 (4)先端技術セミナー 

 (5)出展者プレゼンテーション(出展企業による開講) 

 (6)実車展示コーナー・試乗会 

 

13. 来場予定者 50,000 名 

 

14. 主な来場対象(別紙参照) 

 

15. 入 場 料 2,000 円(税込) 但し、招待券持参者・WEB 事前登録者は無料 

以 上 
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   EVEX 実行委員会 

(2010 年 12 月 7 日現在・敬称略・順不同) 

●委員長 

大 聖
だいしょう

 泰弘
やすひろ

 早稲田大学大学院 環境・エネルギー研究科 教授 

●副委員長 

 樋口
ひ ぐ ち

 世
せ

喜夫
き お

 早稲田大学 環境総合研究センター参与 

 客員研究員 

●委 員 

 岩
いわ

武
たけ

 俊
とし

廣
ひろ

 一般社団法人 日本自動車工業会 理事・事務局長 

 

 髙
たか

橋
はし

 武
たけ

秀
ひで

 社団法人 日本自動車部品工業会 副会長・専務理事 

 

和田
わ だ

 政信
まさのぶ

 日本自動車輸入組合 常務理事 

 

圓山
まるやま

 博嗣
ひろつぐ

 日産自動車株式会社 企画・先行技術開発本部 

 環境・安全技術渉外部 担当部長 

橋本
はしもと

 昌憲
まさのり

 三菱自動車工業株式会社 

 CSR 推進本部 環境技術部 部長 

小林
こばやし

 知也
と も や

 富士重工業株式会社 

 戦略本部 ＥＶ事業推進室 室長 

小池
こ い け

 俊
とし

勝
かつ

 ヤマハ発動機株式会社 

技術本部 研究開発統括部長 

榮元
えいもと

 安信
やすのぶ

 株式会社 東芝 

 自動車システム事業統括部 統括技師長 

藤井
ふ じ い

 博司
ひ ろ し

 ＮＴＮ株式会社 

 自動車事業本部 企画部 部長 

高後
こ う ご

 哲也
て つ や

 日本電産トーソク株式会社 

 自動車部品事業部 イノベーション開発部 部長 

姉川
あねがわ

 尚史
たかふみ

 東京電力株式会社 技術開発研究所 

 電気自動車担当部長 電動推進マネージャー 

早坂
はやさか

 正義
まさよし

 ベクター・ジャパン株式会社 取締役副社長 
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＜参考資料＞ 

 

電気自動車普及協議会 概要 

 

低炭素社会を早期に実現し、未来の子ども達に美しい地球を残すため、電気自動車(EV)産業とい

う新たな産業創出の視点から、EV の普及促進、啓発活動、また電気自動車がもたらす新しい未来環

境を提言、整備することを目的として、平成 22 年 6月 29 日に発足した協議会です。 

 本協議会では EV 関連の事業や研究、普及活動に行う事業者、研究機関、各種団体をネットワーク

でつなぐことによって情報の共有を図り、現在個々に行われている既存ガソリン車の電動化活動等

を支援するとともに、既存および新規自動車メーカーの EV 事業への参入を促進します。また、電気

自動車の広報宣伝や政策提言を行うことによって、電気自動車の社会基盤整備に努めてまいります。 

 

 

電気自動車普及協議会 役員 

【 会 長 】 福武 總一郎（株式会社ベネッセホールディングス 取締役会長） 

【代表幹事】 中島 德至（株式会社ゼロスポーツ 代表取締役社長） 

【 幹 事 】 田嶋 伸博（株式会社タジマモーターコーポレーション 代表取締役会長 兼 社長） 

       藤原 洋（株式会社ナノオプトニクス・エナジー 代表取締役社長） 

【アドバイザー】 舘内 端（自動車評論家) 

       草加 浩平（東京大学大学院 工学系研究科 特任教授） 

       村沢 義久（東京大学 総長室アドバイザー） 

       鈴木 高宏（長崎県 産業労働部政策監 EV＆ITS 推進担当） 

       佐藤 員暢（愛媛県産業技術研究所 EV 開発センター長） 

【監査理事】 木村 忠昭（株式会社アドライト 代表 公認会計士） 

 

■協議会 Web サイト http://www.apev.jp 

 ・協議会に関するご説明(活動内容など) http://www.apev.jp/aboutus/ 

 ・協議会参加会員一覧 http://www.apev.jp/member/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【協議会に関する連絡先】 

電気自動車普及協議会 事務局 

〒160-0023 新宿区西新宿 6-10-1 

日土地西新宿ビル 8 階 

ＴＥＬ：03-5325-3365 ＦＡＸ：03-5325-3366 

E-mail：info@apev.jp 

公式 website：http://www.apev.jp/ 

公式 Twitter アカウント：@apevjp 
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出 展 対 象 
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来 場 対 象 
 

●来場対象（前回来場者例：50 音順） 
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    見どころ 

◆国内唯一の電気自動車(ＥＶ)に特化した専門展示会 
電気自動車開発技術展(ＥＶＥＸ)2011 は、次世代車の最有力候補として期待される 

ＥＶに特化した展示会として開催されます。ＥＶの開発と技術革新がすすむ今、まさにＥＶ

の心臓部ともいえるモータ・バッテリから、その制御および充電設備をはじめ、生産・設計

システムや部品、さらには素材までのトータルシステムを対象とした、わが国唯一のＥＶ専

門技術展です。 

 

 

 

 

◆電気自動車普及協議会(ＡＰＥＶ)との共同開催 
電気自動車普及協議会は、2010 年 6 月、地球環境の保全と持続可能な社会の実現を目指し、

電気自動車の普及を促進すべく、団体を立ち上げました。その活動は、様々な業界から注目

され、わずかな期間で加盟企業・団体を増やし、設立当初の 35 から現在 130 を越えるまで

になっています。ＥＶＥＸ会期中にはＥＶの普及や安全性といったテーマのＡＰＥＶシンポ

ジウムも予定しており、ＡＰＥＶが共同開催となることで前回の参加企業・団体、来場者が

大きく増えることは間違いありません。 

◆ＥＶ普及をめざした技術・情報発信の場 
ＥＶＥＸ2011 では主な来場対象を、国内外の完成車メーカーや部品サプライヤー 

(1 次・2次)等の技術者（研究者・エンジニア）や開発者として据えており、これらの企

業に技術やサービスを提供したい出展企業との、いわゆるＢtoＢによるビジネストレードシ

ョーとしての意味合いを持った展示会とします。同時に、ＥＶ自体の購入やインフラ整備を

今後促進したい国や自治体、運送・輸送関係者、さらには大学・研究所や国の研究機関など

幅広い関係者を加えた来場誘致を計画しています。 
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◆国内最大規模の実車展示コーナー 
ＥＶＥＸの目玉の 1つに実車展示コーナーがあります。ＥＶＥＸ2010 では、テスラロード

スター、雷駆など最新の電気自動車・電動バイク 24 台が一同に会し、来場者の注目を集め

ました。さらに、BMW mini E、三菱 i-MiEV、スバル プラグイン ステラ、VX-1 に実際に乗

車体験できる同乗体験会は予約が午前中の早い段階で埋まってしまうほどでした。 

ＥＶＥＸ2011 では電気自動車、電動バイクの他に、電動農機、シニアカーなど電池駆動の

乗り物を多く展示する予定です。また、試乗会も企画しており、今回も注目のコーナーとな

るに違いありません。 

 

 

 

 

 

 

◆ＥＶＥＸでしか聞けない内容！？スペシャルカンファレンス 

ＥＶＥＸでは展示の他に、スペシャルカンファレンスを開講します。自動車に関する各分

野の著名な講師を招き、最新の情報を発信します。前回は、モータセッション、バッテリセ

ッションなど全 13 セッションを開講し、全セッションで定員をオーバーするほどの盛況ぶ

りでした。聴講者から｢他では聞けないような内容だった。｣｢このセミナーの内容はＥＶＥ

Ｘ以外では手に入れることができない情報だ。｣など驚きの声が続出しました。 

会期 2ヶ月前の 8月上旬より公式ＷＥＢサイトにて聴講事前予約を開始する予定です。 

事前予約での段階で満席となることが予想されます。 
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◆クリーン発電＆スマートグリッドフェア（ＣＳＦ）と同時開催 
｢低炭素社会の実現｣に向けて、走行時の排出ガスがゼロであるＥＶの普及を目指す、電気

自動車開発技術展(ＥＶＥＸ)2011、太陽光や風力など  を排出しない｢クリーン発電｣と、

エネルギーを賢く使う｢スマートグリッド｣をテーマにした、クリーン発電＆スマートグリッ

ドフェア(ＣＳＦ)2011 を同時開催いたします。ＥＶＥＸとＣＳＦを同時開催することで相乗

効果が生まれ、今後の成長市場へより効果的にアピールができます。 

 

 

 

 

 

◆ ＥＶＥＸ特別併催企画｢ＥＶテスティング 2011｣、ＥＶＥＸ・ＣＳＦ特別併催

企画｢エコデバイス 2011｣・｢大容量バッテリ特設ゾーン｣ 
ＥＶＥＸでは併催展として電気自動車のテスティングにフォーカスした｢ＥＶテスティン

グ 2011｣を開催いたします。特に、ＥＶの心臓部であるモータやバッテリについては電気化

学特性など、従来のガソリン車とは異なる観点から試験・計測が求められます。 

｢ＥＶテスティング 2011｣では自動車メーカーや部品サプライヤーにテスティングやシミュ

レーションの機器・システムを効果的にＰＲできます。 

また、ＥＶＥＸ、同時開催展ＣＳＦ特別開催企画として｢エコデバイス 2011｣｢大容量バッ

テリ特設ゾーン｣を設置します。 

電力の有効利用や省電力化、軽量化を実現するデバイスはエコデバイスと呼ばれ、注目を

集めています。各方面から熱い期待を注がれるエコデバイスの集中展示ゾーンが｢エコデバ

イス 2011｣です。 

電気自動車の駆動用としても、スマートグリッドの構成要素としても大容量バッテリはま

すます重要性が高まっています。｢大容量バッテリ特設ゾーン｣は大容量バッテリの総合展示

ゾーンです。 
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前回実績 
 ●来場者数 

 

 

 

 

 

 

 

 ●来場者業種別グラフ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●出展製品分類グラフ 
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   メディアスポンサーについて 

電気自動車開発技術展(ＥＶＥＸ)2011 では、展示会情報の報道、広告を掲載してくださる

各種媒体(インターネット、雑誌、新聞、他)を募集しております。メルマガ配信、バナー掲

載、特集記事、広告掲載などをしていただく代わりに、会期中の小間スペース、会場案内図

への広告掲載、ＥＶＥＸ公式ホームページへのバナー掲載などをご提供いたします。条件に

関しては、協議の上決定をさせていただきます。 

ＥＶＥＸには自動車メーカー、部品サプライヤーをはじめ、バッテリメーカー、インフラ

関連事業者、自治体関係者など多くの来場者が訪れます。また、公式ＷＥＢサイトは同様の

方々が閲覧しています。 

 

詳しくは事務局までお問い合わせください。 

 

 

 

お問い合わせ先 

電気自動車開発技術展(ＥＶＥＸ)事務局 

担当：岩佐・森澤 

〒100-0013 東京都千代田区霞が関 3-2-1 霞が関コモンゲート 32 階 アテックス(株)内 

TEL:03-3503-7660 FAX:03-3503-7620 E-mail:ofc@evex.jp URL:www.evex.jp 


